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１．研究計画の概要 

(1)日本文明を作り上げてきた創造力の基底
をなすと考えられる「モノ」認識と、その「モ
ノ」認識に基づく価値観と表現のありようを、
宗教学・美学･芸術学・比較文化論・比較文
明論・脳科学の観点と研究成果を取り入れな
がら、原理的かつ事例的に研究し、創造力研
究とその表現・制作に寄与する。 
(2)日本人が「モノ」をどのように捉え、「モ
ノ」と心と体と命及び自然との関係をどう見
てきたかを検証すると同時に、などの快美を
表わす感覚価値形成のメカニズムを分析す
る。 
(3)「モノ」が単なる「物」ではなく、ある
霊性を帯びた「いのち」を持った存在である
という「モノ」の見方の中に、「モノ」と人
間、自然と人間、道具や文明と人間との新し
い関係の構築可能性があると考え、そのあり
方を探る。 
(4)２１世紀文明創造に向けて、新しい人間
認識と身体論と感覚論の深化と再編集をは
かる。 
(5)人間の幸福と平和と結びつく「モノ」認
識と「感覚価値」のありようを探りながら、
認識における「世直し」と「心直し」を探る。 
(6)「モノ」と「感覚価値」を新しい表現に
結びつけ、大胆な表現に取り組む。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)① 「モノ」認識の原理的研究―「ものの
あはれ」「もののけ」から「ものづくり」ま
で 、②モノと心の統合点としての身体性の
研究、③「感覚価値」形成の研究、④モノ認
識の比較文化史的・比較文明史研究、⑤感覚

拡張の研究、⑥「気配」の研究を進め、文献・
思想研究、フィールド研究、臨床研究、表現
研究などの研究方法を駆使し、研究成果を研
究会形式で発表・討議し、それを論文化して
いる。 
(2)それらの研究成果は、3年間にわたり、年
間 5 回程度、また年間 3～5 回のフィールド
ワーク、研究合宿を実施し、その研究内容は
毎年 3月に発行する「モノ学・感覚価値研究」
に発表し（これまでＡ４サイズ 100 ページ以
上研究雑誌に 40本近い論文として発表）の、
それをホームページ上でも公開している。ま
た、公開シンポジウムを開催し、その単行本
化も進めている（2009 年 10 月頃に創元社よ
り出版予定）。 
(3)2009 年 1 月、本研究会の中からさらに芸
術を中心研究分野とした「アート分科会」が
組織され、50 名ほどのアーティスト・研究
者・ギャラリストなどを巻き込んだ研究会が
開催され、活況を呈している。 
(4)2010 年 1 月に開催予定の 3 つの国際シン
ポジウム（芸術研究部会、宗教研究部会、認
知研究部会の 3 分野の国際シンポジウム）の
ための研究会を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
1）２に記したように、報告書を兼ねた A4サ
イズ 100 ページ越す研究雑誌「モノ学・感覚
価値研究」を毎年 3 月に発行し、研究会で発
表した研究内容を論文として 40 本以上掲載
し、刊行するとともに、それをホームページ
上でＰＤＦ形式により全ページ公開してい
る。 
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2）研究会の下部組織として、「アート分科会」
を作り、研究者とアーティストによる研究会
を行い、それを元に展覧会を開催する（京都
大学総合博物館において、2010 年 1 月 16 日
より 1月 31 日まで実施予定）など。 
3）科研：モノ学の構築研究から発展して、
平安京生態智研究会、ワザ学研究会が発足し、
連携しながら研究活動を活発に進めている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)2010 年 1 月に 3 つの国際シンポジウムを
京都大学で開催する。 
(2)同時期に、京都大学総合博物館において、
モノ学・感覚価値展覧会を実施し、同時にさ
まざまなセミナー、ワークショップ、フィー
ルドワークを実施し、それらの一部を公刊し
ていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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